



































































































M氏 19年 四段 引き込まれて崩される。
S氏 12年 弐段 逆らうことができずに崩される。
A氏 12年 初段 自分の意思に関係なく動かされる。騙されたような不思議な感じ。









M氏 19年 四段 予想外のところに崩される感じ。
S氏 12年 弐段 強く握っているにもかかわらず、力の方向をずらされて崩された感じ。
A氏 12年 初段 しっかりと抑えているつもりなのに、いつの間にか崩されている。
















M氏 19年 四段 急に引き込まれる感じ。
S氏 12年 弐段 引き込まれて崩される感じ。
A氏 12年 初段 無条件に引き込まれる感じ。思わず声が出てしまう。





















S氏 12年 弐段 瞬間的に大きく崩される。何かとても嫌な感じ。
A氏 12年 初段 自分の体勢が分からなくなる。

















M氏 19年 四段 下方から強い力が伝わってきて抵抗できなくなる。
S氏 12年 弐段 下方から分からない力が伝わってきて崩されてしまう。
A氏 12年 初段 予想以上に強い力で崩される。
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た場合だけが相手を崩すことができている。
考察２
「手刀による施技（脱力なし）」（写真4）ではR氏の感想にもあるように、施技者の攻
撃が見えるので防御姿勢に入る余裕ができ、耐えることが可能となっている。
「施技する腕を隠した状態からの施技」（写真5）ではM氏の感想にあるように、相手
の手の動きが見えない分、自分の攻撃に集中でき、結果として体が安定することで防
御力が高くなり崩されなくなっている。
「抜きの技術を使用しての施技」（写真6）については両者ともに「瞬間的に崩されて
しまう」という感想を述べている。この結果については、施技者は技に入る前に移動
しながら（相手の攻撃を捌きながら）脱力した手を相手が目で捉えることができる速度
で相手顔の前に動かし、瞬間的に「抜き」の技術を用いて腕を上方へと振り上げる（一
瞬下げてから再び上へと動かす動作）ことにより、攻撃側の体勢は一気に崩される（上
体は振り上げられた手を追うようにして止まり、それに反して足は攻撃による重心移
動で前へと進んでいく為に仰け反った形になる）ので、技に掛かり易い状態になって
いる。
この離れた間合いからの「抜き」の技術は、組み付かれた場合の「抜き」の技術である
「脱力を越えた脱力による崩しと制御（コントロール）」「脱力を越えた脱力による統一
力」に加えて、相手の動体視力を巧みに利用した技術と言える。
まとめ
「相構え片手取り」「両手取り」「諸手取り」の３種類の異なる組み付く攻撃に対して
「抜き」の技術を駆使して施技した結果からは、「抜き」の技術はどの攻撃に対しても崩
しの効果が抜群であることが分かった。技を受けた側の「急激に引き込まれて崩され
る」「全く抵抗できない」等の感想からも、しっかりと強く握って抑えつけた状態から
一瞬のうちに力を無効にされ、抵抗できずに崩されていくことが分かる。
また、組み付く意思がない攻撃として突きによる攻撃を行い、これに対して「手刀に
よる施技（脱力なし）」「施技する腕（手刀）を隠した状態からの施技」「抜きの技術を使
用しての施技」の3つの方法で実験した結果、「抜き」の技術を使用した場合だけが相手
を崩すことができた。この結果から「抜き」の技術の有効性は組み付かれた場合だけで
なく、組み付く意思のない攻撃に対しても十分効果があることが分かる。そして組み
付く意思のない攻撃に対して「抜き」の技法が相手の視覚効果を巧みに利用しているこ
とも、「抜き」の技術を使わない2種類の技法（掛け方）と比較することで、改めて確認
することができた。（写真４、写真5、写真6参照）
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「抜き」の技術は合気道において大変高度な技法と言われているが、今回の実験から
改めて「抜き」の技術の有効性と万能性を知ることができた。
今回は技を掛けられた方の感想を基に「抜き」の技術性について検証・考察をしてみ
たが、敢えて施技した感覚から「抜き」の技術性について述べるならば、「抜き」は脱力
するまでの時間がとても短く（スピードが速い）相手の力を流しながら一瞬で相手を崩
し、加えて脱力しながら相手を巧みにコントロールして崩していく技術である。
「抜き」のような特殊な技術性を持った技法は検証するのが難しいと言わざるを得な
いが、今後はさらに掘り下げて、客観的な検証ができるよう研究していく所存である。
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